















連のフィールドワークの成果として、1,805 話の語りの音声資料 (2017 年 3 月時点) が得られ
た。2017年に筆者はこれら全てをデジタルアーカイブ Pacific and Regional Archive for Digital
Sources in Endangered Cultures (PARADISEC)に登録し、公開した (Kurabe 2017b)。これは太
平洋地域の少数民族の言語と文化を対象としたアーカイブであり、メルボルン大学などオース
トラリアの大学により運営されている。筆者等のコレクションでは、現時点で音声の他、筆者
と協力者による 1,298話分の書き起こしテキスト (2018年 3月時点)も公開している。同コレク
ションは学術的利用に加え、母語話者自身が利用することで失われつつある言語と文化の記録・
保存・再活性化にも役立つと考えている。
これらの資料には PARADISECのファイル命名規則に従った IDが付されている (e.g., KK1-
0001)。本資料の IDは KK1-0072であり、2016年 12月 14日にビルマのカチン州ミッチーナー
市において筆者により蒐集されたものである。語り手は同州ライザ市出身の女性話者 (1993年
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基本的な音節構造は C1(C2)V(C3)である。C1には図 1の頭子音に示した全ての音素、C2に
は /r/ と /y/、V には図 1 の母音に示した音素、C3 には図 1 の末子音に示した音素が生起しう
る。C1と Vは義務的であり、C2と C3は任意の要素である。母音 /@/は開音節かつ非語末位置
にのみ現れる。ジンポー語は音節声調言語であり、高平調 (H)、中平調 (M)、低下降調 (L)、高






































































































































































































































































































































































































































































3 終助詞 g oは主題標識 g oと同一形態素である可能性がある。このような主題標識と終助詞の同形性



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- morpheme boundary IMP imperative
1 first person INFER inference
2 second person INTNS intensifier
3 third person INTJ interjection
du dual IRR irrealis
pl plural LOC locative
sg singular LV light verb
ACC accusative NEG negative
ADV adverbializer NMLZ nominalizer
ALL allative ONOM onomatopoeia
COM comitative PL plural clitic
CON conative PSN person name
CONT continuous Q question
COP copula QUOT quotative complementizer
COUP couplet RED reduplicant
CSM change-of-state marker RES resultative
DECL declarative SEQ sequential
DESID desiderative SFP sentence-final particle
EXCL exclamative SIM simultaneous
GEN genitive TOP topic
HORT hortative VEN venitive
HS hearsay
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